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計画の全体像

　基本計画が定めるめざすまちの姿「誰もが住みやすく、地域に愛着と誇りを持てるまち・港区」を実現するため、
各分野における区政の方向性を政策として示し、行政サービスを効果的に展開していきます。

都心の活力と安全・安心・快適な
暮らしを支えるまちをつくる

地域の課題を自ら解決できる
コミュニティをつくる

港区からブランド性ある
産業・文化を発信する

明日の港区を支える
子どもたちを育む

生涯を通じた心ゆたかで
健康な都心居住を支援する

環境にやさしい都心をみなで
考えつくる

1

2

3

4

5

6

にぎわう
まち

はぐくむ
まち

実現をめざして

コミュニティ・産業

福祉・保健・教育

　地区版計画書 ［芝地区・麻布地区・赤坂地区
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分　　野 基 本 政 策

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

かがやく
まち

街づくり・環境
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 1 　 多様な人びとがともに支え合う魅力的な都心生活の舞台をつくる
 2 　 世界に開かれた先駆的で活力あるまちの基盤を整備する
 3 　 快適な暮らしを支える交通まちづくりを進める
 4 　 自助・共助・公助により災害に強い都心づくりを進める
 5 　 安全で安心して暮らせる都心をつくる

 6 　 持続可能な循環型の都心づくりを進める
 7 　 人や生物にやさしい、環境負荷の少ない都心環境をつくる
 8 　 環境に対する意識を高め、健康で快適に暮らせる生活環境をつくる

 9 　 参画と協働により地域を支える多様なコミュニティをつくる
10　豊かな国際性を生かした多文化共生社会をつくる

11　伝統と最先端技術が融合した区内産業を支援する
12　港区の特性を生かした個性ある商業集積の形成を支援する
13　港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する
14　豊かで多様な文化に包まれたまちづくりを進める

15　健やかな子どもの「育ち」を支える環境を整備する
16　子どもの個性、地域の特性を生かす学校教育を実施する
17　就学前児童ケアサービスを総合的に推進する

18　地域での支え合いと区民の自分らしく自立した地域生活を支援する
19　高齢者のいきいきと充実した地域での生活を支援する
20　障害者のゆたかで自立した地域での生活を支援する
21　区民が健やかで安全に暮らすことができるよう支援する
22　誰もがスポーツを楽しむことができる機会の確保と環境を整備する
23　区民の多様な学習活動と誇りと愛着ある郷土意識の醸成を支援する

24　先端技術の活用により利便性の高い区民生活を実現する
25　平和や人権、多様な価値観を尊重しながら、透明性が高く開かれた区政運営を推進する
26　行政資源を効果的・効率的に活用し、先駆的な施策を推進する

・高輪地区・芝浦港南地区］ 別冊

政　　策
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政　策 施　策

政策と施策の体系

基本
政策

掲載
ページ政策 施策

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（2）
（2）
（2）
（2）
（3）
（3）
（3）
（3）
（4）
（4）
（4）
（4）
（5）
（5）
（5）
（5）
（6）
（6）
（6）
（7）
（7）
（7）
（7）
（8）
（8）
（8）
（9）
（9）
（9）
（9）
（9）
（10）
（10）
（10）
（11）
（11）
（11）
（11）
（12）
（12）
（12）
（13）
（13）
（13）
（14）
（14）
（14）

1 多様な人びとがともに
支え合う魅力的な都心
生活の舞台をつくる　

2 世界に開かれた先駆的
で活力あるまちの基盤
を整備する

3 快適な暮らしを支える
交通まちづくりを進める

4 自助・共助・公助により
災害に強い都心づくりを
進める

① 
② 
③ 
④ 
⑤
⑥
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
① 
② 
③ 
④ 
⑤
① 
② 
③ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
① 
② 
③
① 
② 
③

まちの将来像の実現
参画と協働によるまちづくりの推進
事業者の環境への配慮とまちづくりへの貢献
地域特性を生かした魅力のある街並み景観の形成
快適な都心居住の実現
誰にでもやさしいバリアフリーのまちづくり
安全で安心に移動できる道路の整備
都心機能を支え人にやさしい公園の整備
安全で快適に利用できる公共施設の整備
市街地再開発事業等諸制度の活用と支援
駅周辺の交通機能の充実
駐車施設の確保・整備
交通まちづくりの推進
交通安全の確保
地震などの自然災害の防災対策の充実
災害に強い体制の強化
災害に強いまちづくり
地域の防災力の向上
危機管理体制の強化
建築物の安全性の確保
安全で安心できるまちづくりの推進
消費者支援と消費者被害の防止
区民の参画と協働による3Rの推進
事業系廃棄物の発生抑制と資源循環の促進
安全・安心・効率的な廃棄物処理の実践
水環境の保全・向上と親水化
みどりの保全・創出と生物多様性の保全・再生
地球温暖化対策の推進
ヒートアイランド対策の推進
環境美化活動の推進
健康で安全な生活環境の確保
環境教育・環境保全活動の推進
コミュニティ活動に取り組む多様な主体への支援
コミュニティ活動を担う人材と組織への支援
様々な媒体を活用した地域活動情報の共有によるコミュニティの活性化
コミュニティ活動の場の提供
コミュニティ活動の機会の充実
外国人の安全・安心の確保に向けた多言語による効果的な情報発信
日本語学習をきっかけとした外国人と日本人の相互理解の促進
多様な主体との連携強化による外国人の地域参画の推進
産学官が連携して地域社会の発展に資する効果的な産業の創出
経営基盤強化に向けた総合的な支援
地域に根付いた地場産業やコミュニティ・ビジネスの支援
高度なノウハウを有する人材の育成と働き続けられる環境づくり
魅力あふれる商店街の支援
商店会の組織力の向上
将来にわたり持続可能な店舗づくり
国内外に向けた戦略的なシティプロモーションの推進
観光客の視点に立った効果的な情報発信
安全・安心で快適な都市観光を満喫できる環境づくり
誰もが文化芸術を鑑賞・参加・創造できる機会の充実
多様な主体間の協働による文化芸術振興
文化芸術振興施策の推進に向けた基盤整備

P.62
P.64
P.66
P.68
P.70
P.72
P.76
P.78
P.80
P.82
P.86
P.88
P.90
P.92
P.96
P.98
P.100
P.102
P.106
P.108
P.110
P.112
P.116
P.118
P.120
P.124
P.126
P.128
P.130
P.134
P.136
P.138
P.144
P.146
P.148
P.150
P.152
P.156
P.158
P.160
P.164
P.166
P.168
P.170
P.174
P.176
P.178
P.182
P.184
P.186
P.190
P.192
P.194

5

6

安全で安心して暮らせる
都心をつくる

持続可能な循環型の都
心づくりを進める

7 人や生物にやさしい、環
境負荷の少ない都心環
境をつくる

9 参画と協働により地域
を支える多様なコミュニ
ティをつくる

11 伝統と最先端技術が融
合した区内産業を支援
する

12 港区の特性を生かした
個性ある商業集積の形
成を支援する

13 港区ならではの魅力を
生かした都市観光を展
開する　

8 環境に対する意識を高
め、健康で快適に暮ら
せる生活環境をつくる

10 豊かな国際性を生かし
た多文化共生社会をつ
くる

14 豊かで多様な文化に包
まれたまちづくりを進
める
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政　策 施　策
政策 施策 掲載

ページ
基本
政策

子どもの健やかな成長を支援する総合的な施策の推進
子どもの権利擁護を重視した環境づくり
支援が必要な子どもと家庭を確実に支える
子ども・子育て支援に関するネットワークづくりの推進
子どもの未来を応援する施策の推進

「徳」「知」「体」の育成
特別支援教育の推進
幼・小中一貫教育の推進
国際人育成の推進
安全・安心で魅力ある教育環境の整備
地域社会で支え合う学びの推進
保育園待機児童ゼロの継続
保育園における保育の質の向上
子育て支援サービスの充実
小学校入学前教育の充実
港区ならではの地域包括ケアの推進
港区の地域福祉を支える活動の支援
成年後見制度の理解と利用の促進
低所得者の生活の支援及び自立施策の充実
心豊かで健康な生活への支援
認知症と共生する地域づくり
日々の生活を支える介護・福祉サービスの充実
誰もが安心して暮らせる地域づくり
障害者が安心して暮らせる環境の整備
障害者の生活を支えるサービスの充実
特別な配慮の必要な子どもへの支援
障害特性に応じて就労できる仕組みづくり
感染症対策の強化・推進
安心できる地域保健・地域医療体制の推進
子どもの健康を守る体制をつくる
健康づくりの積極的支援
がん対策の強化・推進
快適で安心できる生活環境の確保
誰もが気軽に楽しめるスポーツ活動の推進
スポーツ活動を支援する担い手の育成と団体等との連携
スポーツを楽しむ場の確保と利用促進
生涯学習施設の機能の充実
学習機会及び学びの成果を生かす機会の充実
図書館サービスの推進
自然・歴史文化資源の保全・継承・活用の推進
区民が誇りに思える郷土意識の醸成
いつでもどこでも行政サービスを享受できる環境の実現
便利な区民生活を実現する情報化の推進
多様な暮らしを支える区政情報の発信
平和を尊重する文化を世界に発信
人権を尊重する社会の実現
性別等にとらわれず自分らしく生きる男女平等参画社会の実現
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現
区民意見の区政への反映
区民から信頼される透明性が高く開かれた区政の推進
効果的・効率的な行政経営の推進
基礎自治体として自主・自立した行財政運営の確立
未来を切り拓く人材の育成と誰もが活躍する執行体制の整備
区有地・区有施設の総合的な管理運営の推進
民間の力を活用した施策の推進
全国各地域とともに成長・発展することによる共存・共栄の推進

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−
−

（15）
（15）
（15）
（15）
（15）
（16）
（16）
（16）
（16）
（16）
（16）
（17）
（17）
（17）
（17）
（18）
（18）
（18）
（18）
（19）
（19）
（19）
（19）
（20）
（20）
（20）
（20）
（21）
（21）
（21）
（21）
（21）
（21）
（22）
（22）
（22）
（23）
（23）
（23）
（23）
（23）
（24）
（24）
（24）
（25）
（25）
（25）
（25）
（25）
（25）
（26）
（26）
（26）
（26）
（26）
（26）

15 健やかな子どもの「育
ち」を支える環境を整備
する

16 子どもの個性、地域の特
性を生かす学校教育を
実施する

17 就学前児童ケアサービ
スを総合的に推進する　

18 地域での支え合いと区
民の自分らしく自立した
地域生活を支援する　

19 高齢者のいきいきと充実
した地域での生活を支
援する

20 障害者のゆたかで自立
した地域での生活を支
援する

21 区民が健やかで安全に
暮らすことができるよう
支援する

22 誰もがスポーツを楽しむ
ことができる機会の確保
と環境を整備する

23 区民の多様な学習活動
と誇りと愛着ある郷土
意識の醸成を支援する

24 先端技術の活用により
利便性の高い区民生活
を実現する

25 平和や人権、多様な価値
観を尊重しながら、透
明性が高く開かれた区
政運営を推進する

26 行政資源を効果的・効
率的に活用し、先駆的な
施策を推進する

① 
② 
③ 
④ 
⑤
① 
② 
③ 
④ 
⑤
⑥
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
① 
② 
③ 
④ 
⑤
⑥
① 
② 
③ 
① 
② 
③ 
④ 
⑤
① 
② 
③ 
① 
② 
③ 
④ 
⑤
⑥
① 
② 
③ 
④ 
⑤
⑥

P.200
P.202
P.204
P.206
P.208
P.212
P.214
P.216
P.218
P.220
P.222
P.226
P.228
P.230
P.232
P.236
P.238
P.240
P.242
P.246
P.248
P.250
P.252
P.256
P.258
P.260
P.262
P.266
P.268
P.270
P.272
P.274
P.276
P.280
P.282
P.284
P.288
P.290
P.292
P.294
P.296
P.302
P.304
P.306
P.310
P.312
P.314
P.316
P.318
P.320
P.324
P.326
P.328
P.330
P.332
P.334

51第2部  分野別計画 第2部  分野別計画



政策とSDGsとの関係

　SDGsが掲げる「誰一人取り残さない」社会の実現に向けて、国や地方自治体、企業、教育・研究機関、NPOなど、
様々な主体により積極的な取組が展開されています。SDGsが掲げる目標や方向性は地域課題の解決に資するもの
であることから、区は、本計画において政策や施策とSDGsとの関連を明らかにし、SDGsの目標を踏まえて区政を推
進していきます。

SDGsの17のゴール

港区基本計画の各政策と関連するSDGsのゴール

あらゆる場所で、あらゆる形
態の貧困に終止符を打つ

すべての人々に手ごろで信頼
でき、持続可能かつ近代的な
エネルギーへのアクセスを
確保する

気候変動とその影響に立ち向
かうため、緊急対策を取る

飢餓に終止符を打ち、食料の
安定確保と栄養状態の改善
を達成するとともに、持続可
能な農業を推進する

すべての人のための持続的、包
括的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワーク（働きがいのある
人間らしい仕事）を推進する

海洋と海洋資源を持続可能な
開発に向けて保全し、持続可
能な形で利用する

あらゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し、福
祉を推進する

強靭なインフラを整備し、包
摂的で持続可能な産業化を
推進するとともに、技術革新
の拡大を図る

陸上生態系の保護、回復およ
び持続可能な利用の推進、森
林の持続可能な管理、砂漠化
への対処、土地劣化の阻止お
よび逆転ならびに生物多様
性損失の阻止を図る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

多様な人びとがともに支え合う魅
力的な都心生活の舞台をつくる

世界に開かれた先駆的で活力あ
るまちの基盤を整備する

快適な暮らしを支える交通まち
づくりを進める

自助・共助・公助により災害に強
い都心づくりを進める

安全で安心して暮らせる都心を
つくる

持続可能な循環型の都心づくり
を進める

人や生物にやさしい、環境負荷の
少ない都心環境をつくる

環境に対する意識を高め、健康で
快適に暮らせる生活環境をつくる

参画と協働により地域を支える
多様なコミュニティをつくる

豊かな国際性を生かした多文化
共生社会をつくる

伝統と最先端技術が融合した区
内産業を支援する

港区の特性を生かした個性ある
商業集積の形成を支援する

港区ならではの魅力を生かした
都市観光を展開する

目標1 貧困をなくそう

目標7 エネルギーをみんな
に そしてクリーンに

目標13 気候変動に具体的
な対策を

目標2 飢餓をゼロに

目標8 働きがいも経済成長も

目標14 海の豊かさを守ろう

目標3 すべての人に健康と
福祉を

目標9 産業と技術革新の基
盤をつくろう

目標15 陸の豊かさも守ろう
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

豊かで多様な文化に包まれたま
ちづくりを進める

健やかな子どもの「育ち」を支え
る環境を整備する

子どもの個性、地域の特性を生
かす学校教育を実施する

就学前児童ケアサービスを総合
的に推進する

地域での支え合いと区民の自分ら
しく自立した地域生活を支援する

高齢者のいきいきと充実した地
域での生活を支援する

障害者のゆたかで自立した地域
での生活を支援する

区民が健やかで安全に暮らすこ
とができるよう支援する

誰もがスポーツを楽しむことがで
きる機会の確保と環境を整備する

区民の多様な学習活動と誇りと愛
着ある郷土意識の醸成を支援する

先端技術の活用により利便性の
高い区民生活を実現する

行政資源を効果的・効率的に活
用し、先駆的な施策を推進する

すべての人々に包摂的かつ公
平で質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

国内および国家間の格差を是
正する

持続可能な開発に向けて平和で包
摂的な社会を推進し、すべての人に
司法へのアクセスを提供するととも
に、あらゆるレベルにおいて効果的
で責任ある包摂的な制度を構築する

ジェンダーの平等を達成し、す
べての女性と女児のエンパ
ワーメントを図る

都市と人間の居住地を包摂
的、安全、強靭かつ持続可能
にする

持続可能な開発に向けて実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する

すべての人に水と衛生へのア
クセスと持続可能な管理を確
保する

持続可能な消費と生産のパ
ターンを確保する

平和や人権、多様な価値観を尊重しながら、
透明性が高く開かれた区政運営を推進する

SDGsとは
平成27（2015）年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載され
た令和12（2030）年までの国際目標で、持続可能な世界を実現するための17の目標から構成されています。
環境問題や貧困問題など世界が直面する課題の解決に向けて、先進国・発展途上国を問わず全ての加盟国
が目標の達成をめざしています。SDGsはSustainable Development Goalsの略称です。

目標4 質の高い教育をみん
なに

目標10 人や国の不平等をな
くそう

目標11 住み続けられるまち
づくりを

目標16 平和と公正をすべて
の人に

目標5 ジェンダー平等を実
現しよう

目標17 パートナーシップで
目標を達成しよう

目標6 安全な水とトイレを
世界中に

目標12  つくる責任 つかう責任
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政策のめざす方向性 政策体系

成果指標

SDGsのゴールとの関係

港区の現状

1まちの将来像の実現に向けた取組の推進
2まちづくりガイドラインなどの策定と運用
3 地域特性に応じた土地利用の誘導
4 都市計画制度の適切な運用による持続可能なまちづくりの実現

1「港区まちづくり条例」に基づく区⺠主体のまちづくりの⽀援
2まちづくり意識の啓発
3 多様な主体との協働による公共施設の維持管理・運営の推進

1 実効性のある環境アセスメントの推進
2 生活に便利な施設などの設置の協⼒要請
3良好なコミュニティ形成への協⼒要請
4 地域に貢献する良質なプロジェクトの誘導

1 運河に架かる橋りょうと⽔辺のライトアップ
2 道路景観・環境の向上
3 事前協議制度を活用した景観誘導
4 歴史的景観の保全
5 景観に関する啓発事業や表彰制度の活用

1 区⺠向け住宅の供給及び有効活用
2 住宅関連情報の提供
3 分譲マンション管理組合などへの⽀援
4 中堅所得者向け住宅の活用による住宅セーフティーネットの構築
5良好な住宅市場の形成への誘導
6 ⽼朽化マンションの建替えの⽀援

1バリアフリー化の計画的な推進
2 公共交通機関、駅周辺のバリアフリー化の促進
3 駅のバリアフリー化の推進

世代や居住年数、国籍などの異なる多様な人々が地域で⽀え合い、いきいきと暮らせるまちづくりを進めま
す。地域自らの発意と合意に基づく区⺠主体のまちづくりを推進し、大規模開発事業者には良好な居住環境
などに対する地域貢献を促します。歴史、文化的資源や職住近接のゆとりある生活、集積する都市機能など
区の地域特性を生かした土地利用の誘導や良好な景観を形成します。区⺠向け住宅の供給などによる快適
な都心居住や、誰もが安心して暮らせるバリアフリー社会を実現し、魅⼒的な都心生活の舞台をつくります。

区⺠の定住意向の割合
区⺠にこれからも港区に住み続けたいか聞いたと
ころ、「ずっと住み続けていたい」が5割を超え最も
高く、これに「当分は住んでいたい」を合わせた定住
意向は約９割となっています。

都市機能更新や土地利用転換の進展
令和2（2020）年に開業したJR高輪ゲートウェイ駅
や東京メトロ虎ノ門ヒルズ駅と一体となって計画
される新たなまちづくりに代表されるように、大規
模なまちづくりが多く進められています。
一方、住宅地が多い区の西部においては、⽼朽化し

た共同住宅の建替えなど都市機能の更新が図られ
ています。

居住形態は約9割が共同住宅
港区では、共同住宅に居住している世帯戸数が、平
成7（1995）年度には、46,741戸でしたが、平成27

（2015）年度には、115,800戸まで増加し、約9割
の世帯が共同住宅に居住しています。

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

都心の活力と安全・安心・快適な暮らしを支えるまちをつくる

多様な人びとがともに支え合う魅力的な都心生活の舞台をつくる
1
政 策

まちの将来像の実現

参画と協働によるまちづくりの推進

事業者の環境への配慮とまちづくりへの貢献

地域特性を生かした魅力のある街並み景観の形成

快適な都心居住の実現

誰にでもやさしいバリアフリーのまちづくり

施策

1

施策

2

施策

3

施策

4

施策

5

施策

6

※現状値：令和元年度区⺠意識調査における該当政策の満足度について、「満足」（6.0%）、「まあ満足」（25.8%）、「どちらともいえな
い」（48.6%）、「あまり満足ではない」（10.7%）、「満足ではない」（3.1%）、「不明」（5.9%）のうち、「満足」と「まあ満足」の合計値。
なお、当該数値は、前基本計画（平成30年度～令和2年度）の関連政策（「政策1 多様な人びとがいきいきと暮らせる都市ルール
を確立する」及び「政策2 魅⼒的な都心生活の舞台をつくる」）の区⺠満足度を案分して設定しています。

多
様
な
人
び
と
が
と
も
に
支
え
合
う
魅
力
的
な
都
心
生
活
の
舞
台
を
つ
く
る

1基本政策

1政策

住宅セーフティーネット
独⼒では住宅を確保することが困難な方々が、それぞれの所得、家族構成、身体の状況などに適した住宅を確保できるような
様々な仕組みのことをいい、居住セーフティーネットともいいます。

成果指標名 令和4
（2022）年度

中間目標値

34.3%

令和元
（2019）年度

現状値

31.8％※

令和7
（2025）年度

37.1%

令和8
（2026）年度末

計画目標値

38.1%
「多様な人びとがともに⽀え合う魅⼒
的な都心生活の舞台をつくる」につい
て満足している区⺠の割合

1政策

計画事業 重点課題 5
▶区⺠の定住意向

出典：「第32回 港区⺠世論調査」（令和2（2020）年3⽉）
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▶居住形態の変遷

出典：総務省統計局「国勢調査」
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政策・施策ページの見方

　ここからの政策・施策のページは、政策ごとに、「政策のページ（見開き2ページ）」、その政策に位置付けられる
「施策のページ（見開き2ページ）」の順で構成されています。

政策ページの見方

※ 政策評価について
政策評価は、港区基本計画を着実に推進していくため、社会経済情勢や区民ニーズを踏まえ、現在取り組んでいる政策や施策の効果を
3年ごとに検証する仕組みのことです。重点的・優先的に取り組むべき政策や施策の方向性を確認し、効果的な行政サービスの展開に
つなげることを目的とし、評価結果は港区基本計画の策定・中間年の見直しに反映します。

政策のめざす方向性
各政策においてめざす方向
性を記載しています。

政策名
政策名を記載しています。

基本政策名
基本政策名を記載しています。

成果指標
政策により達成をめざす成
果の指標と数値目標を記載
しています。
成果指標は政策の効果を
検証する政策評価(※)で活
用していきます。

【指標設定の考え方】
区民意識調査において、政
策に対する区民の満足度

（「満足」と「まあ満足」を足
した数値）を指標として設定
しています。

【目標設定の考え方】
平成29（2017）年及び令和
元（2019）年に実施した区
民世論調査における各政策
の満足度の傾向を分析して
計画目標値を設定していま
す。また、区民意識調査を
実施する令和4（2022）年度、
令和7（2025）年度を中間目
標としています。

SDGsのゴールとの関係
関連するSDGsのゴールを
一覧表示しています。

港区の現状
政策に関わる港区の現状に
ついてのトピックをグラフや
写真等とともに記載してい
ます。
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政策のめざす方向性 政策体系

成果指標

SDGsのゴールとの関係

港区の現状

1まちの将来像の実現に向けた取組の推進
2まちづくりガイドラインなどの策定と運用
3 地域特性に応じた土地利用の誘導
4 都市計画制度の適切な運用による持続可能なまちづくりの実現

1「港区まちづくり条例」に基づく区⺠主体のまちづくりの⽀援
2まちづくり意識の啓発
3 多様な主体との協働による公共施設の維持管理・運営の推進

1 実効性のある環境アセスメントの推進
2 生活に便利な施設などの設置の協⼒要請
3良好なコミュニティ形成への協⼒要請
4 地域に貢献する良質なプロジェクトの誘導

1 運河に架かる橋りょうと⽔辺のライトアップ
2 道路景観・環境の向上
3 事前協議制度を活用した景観誘導
4 歴史的景観の保全
5 景観に関する啓発事業や表彰制度の活用

1 区⺠向け住宅の供給及び有効活用
2 住宅関連情報の提供
3 分譲マンション管理組合などへの⽀援
4 中堅所得者向け住宅の活用による住宅セーフティーネットの構築
5良好な住宅市場の形成への誘導
6 ⽼朽化マンションの建替えの⽀援

1バリアフリー化の計画的な推進
2 公共交通機関、駅周辺のバリアフリー化の促進
3 駅のバリアフリー化の推進

世代や居住年数、国籍などの異なる多様な人々が地域で⽀え合い、いきいきと暮らせるまちづくりを進めま
す。地域自らの発意と合意に基づく区⺠主体のまちづくりを推進し、大規模開発事業者には良好な居住環境
などに対する地域貢献を促します。歴史、文化的資源や職住近接のゆとりある生活、集積する都市機能など
区の地域特性を生かした土地利用の誘導や良好な景観を形成します。区⺠向け住宅の供給などによる快適
な都心居住や、誰もが安心して暮らせるバリアフリー社会を実現し、魅⼒的な都心生活の舞台をつくります。

区⺠の定住意向の割合
区⺠にこれからも港区に住み続けたいか聞いたと
ころ、「ずっと住み続けていたい」が5割を超え最も
高く、これに「当分は住んでいたい」を合わせた定住
意向は約９割となっています。

都市機能更新や土地利用転換の進展
令和2（2020）年に開業したJR高輪ゲートウェイ駅
や東京メトロ虎ノ門ヒルズ駅と一体となって計画
される新たなまちづくりに代表されるように、大規
模なまちづくりが多く進められています。
一方、住宅地が多い区の西部においては、⽼朽化し

た共同住宅の建替えなど都市機能の更新が図られ
ています。

居住形態は約9割が共同住宅
港区では、共同住宅に居住している世帯戸数が、平
成7（1995）年度には、46,741戸でしたが、平成27

（2015）年度には、115,800戸まで増加し、約9割
の世帯が共同住宅に居住しています。

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

都心の活力と安全・安心・快適な暮らしを支えるまちをつくる

多様な人びとがともに支え合う魅力的な都心生活の舞台をつくる
1
政 策

まちの将来像の実現

参画と協働によるまちづくりの推進

事業者の環境への配慮とまちづくりへの貢献

地域特性を生かした魅力のある街並み景観の形成

快適な都心居住の実現

誰にでもやさしいバリアフリーのまちづくり

施策

1

施策

2

施策

3

施策

4

施策

5

施策

6

※現状値：令和元年度区⺠意識調査における該当政策の満足度について、「満足」（6.0%）、「まあ満足」（25.8%）、「どちらともいえな
い」（48.6%）、「あまり満足ではない」（10.7%）、「満足ではない」（3.1%）、「不明」（5.9%）のうち、「満足」と「まあ満足」の合計値。
なお、当該数値は、前基本計画（平成30年度～令和2年度）の関連政策（「政策1 多様な人びとがいきいきと暮らせる都市ルール
を確立する」及び「政策2 魅⼒的な都心生活の舞台をつくる」）の区⺠満足度を案分して設定しています。
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1基本政策

1政策

住宅セーフティーネット
独⼒では住宅を確保することが困難な方々が、それぞれの所得、家族構成、身体の状況などに適した住宅を確保できるような
様々な仕組みのことをいい、居住セーフティーネットともいいます。

成果指標名 令和4
（2022）年度

中間目標値

34.3%

令和元
（2019）年度

現状値

31.8％※

令和7
（2025）年度

37.1%

令和8
（2026）年度末

計画目標値

38.1%
「多様な人びとがともに⽀え合う魅⼒
的な都心生活の舞台をつくる」につい
て満足している区⺠の割合

1政策

計画事業 重点課題 5
▶区⺠の定住意向

出典：「第32回 港区⺠世論調査」（令和2（2020）年3⽉）
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出典：総務省統計局「国勢調査」
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0.3 1.4 0.22.1

政策体系
政策に位置付けられる施策と主な取組の体系を示しています。

施策名
政策に位置付けられる施策
名を記載しています。この
後のページで、施策ごとに、
見開き2ページで詳しく紹介
します。

主な取組
施策に位置付けられる主な
取組を記載しています。

計画事業
主な取組のうち、区の重点
課 題に対 応する「 計 画 事
業」を四角囲みで表記して
います。

計画事業については、「第3
部実施計画（計画事業）」に
おいて、事業ごとに内容・活
動指標・年次計画・事業費
を詳しく掲載しています。
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政策・施策ページの見方
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都⼼の活⼒と安全・安⼼・快適な暮らしを⽀えるまちをつくる1基本政策

区民、事業者、行政などの多様な主体が「港区まちづくりマスタープラ
ン」などに示すまちの将来像やまちづくりの方針を共有し、互いに協働・
連携して主体的にまちづくりに取り組むことで、将来都市像の実現をめ
ざします。

●多様な暮らしと都市活動が展開される個性豊かな地域特性を
背景として、まちの課題やあるべき姿は地域によって様々です。

●今後も国際競争力の強化に向けた都市再生の推進が期待さ
れていることから、一体的かつ計画的に都市基盤の整備と都
市機能を充実していくことが求められます。

●それぞれの地域特性に応じて、住民、事業者、行政などがまち
の将来像を共有し、誰もが安全で安心して住み続けられるま
ちづくりに連携して取り組むことが必要です。

●都市開発諸制度を活用する大規模なまちづくりを適切に誘
導するだけでなく、あらゆる機会をとらえて、市街地環境の向
上に資するような計画を誘導する必要があります。

目標・期待する成果

現状と課題

成果指標

まちの将来像の実現

まちの将来像や方向性を共有したメリハリある市街地環境の向上

施策

1
SDGsのゴールとの関係

1 まちの将来像の実現に向けた取組の推進

「港区まちづくりマスタープラン」に示すまちの将来像の実現に向け、多様な主体の参画と協働によりまちづく
りの取組を推進し、これらの取組や成果を広く周知するとともに、環境と都市機能のバランスに配慮した、魅力
と活力あふれるまちを形成します。

2 まちづくりガイドラインなどの策定と運用

地域特性を生かしたまちづくりの手引となるまちづくりガイドラインなどを、地域のまちづくりの動向に応じて
策定します。また、まちづくりの機運に合わせた地域のルールづくりなど、区民・事業者などの積極的な取組を
支援・誘導します。

3 地域特性に応じた⼟地利用の誘導

良好な居住環境と国際ビジネス拠点の両立をめざし、メリハリのあるまちづくりを促進するため、地域特性を踏
まえながら適切に機能更新するとともに、社会情勢の変化に合わせて必要がある地域においては、柔軟に土地
利用転換を推進するなど、適切に土地利用を誘導します。

4 都市計画制度の適切な運用による持続可能なまちづくりの実現

都市機能の更新や大規模な土地利用転換を伴うまちづくりについては、「港区まちづくりマスタープラン」など
と整合を図りながら、道路・公園などの都市施設や地区のめざすべき将来像を設定する地区計画などの各都市
計画制度を適切に運用し、持続可能なまちづくりの実現をめざします。
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○港区まちづくりマスタープラン

関連計画

主な取組

1
政 策

港区基本構想

かがやくまち
（街づくり・環境）

にぎわうまち

適合

適合

整合

（コミュニティ・産業）
はぐくむまち

（福祉・保健・教育）

港区基本計画

他分野の個別計画港区まちづくりマスタープラン
市町村の都市計画に関する基本的な方針

（都市計画法第18条の2）

適
合

連
携

※防災、環境、国際化
　観光、高齢者、障害者
　子育て、教育、文化
　健康増進  など

まちづくり関連の
個別計画

道路、公園、交通、緑・水、
住宅、景観、低炭素  など

個別の都市計画・
事業

地域地区、都市施設、市
街地開発事業、地区計
画  など

まちづくり
ガイドライン

個別地区の地域特性を
生かしたまちづくりの
手引

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
都
市
計
画
法
第
６
条
の
２
）

▶開発事業を契機とした交流の場づくり

▶まちづくりガイドラインの実現に向けた各主体の役割 ▶都市再生推進法人による公共空間を活用した
イベント

「港区まちづくりマスタープラン」

▶地域と企業が連携した防災訓練

19団体

46地区

22団体

48地区

25団体

50地区

「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」におけ
るまちづくり登録団体数

まちの目標や方針を定める地区計画を決定す
る地区数

提供：都市再生推進法人の会員企業

まちづくりガイドライン
●共有すべきまちの将来像
●まちづくりで実践すべき事項
●実現に向け協力を求める
　よりどころ

住民等
住民・企業・町会・自治会・商店会等
●まちづくりのルールづくりへの参加
●コミュニティの形成
●地域活動への参画　など

事業者等
地権者・開発事業者
●まちづくりのルールづくりへの
　参加
●まちづくりの実施、維持管理
●地域活動への参画　など

行政等
港区・東京都・国・関係機関等
●行政計画の策定・更新
●まちづくりの誘導
●地域活動の支援　など

▶まちの将来像の実現に向けた計画等の体系

出典：「港区まちづくりマスタープラン」（平成29（2017）年3月）

令和2（2020）年度 令和5（2023）年度 令和8（2026）年度末
現状⾒込値

成果指標名
中間目標値（前期） 計画目標値

施策ページの見方

目標・期待する成果
施策の目標・期待する成果
を記載しています。

現状と課題
施策に関わる港区の現状に
ついてのトピックをグラフ
や写真等とともに記載して
います。

SDGsのゴールとの関係
関連するSDGsのゴールを
一覧表示しています。

成果指標
施策により達成をめざす成
果の指標と数値目標を記載
しています。

【指標設定の考え方】
施策の成果を的確に示す
指標を設定できる場合は1
つ、それが難しい場合には
施策を構成する代表的な
事業の成果の指標を2つ設
定することとしています。

【目標設定の考え方】
原則として、①過去の数値
の趨勢、②他都市との比較
や平均、③国・都の目標値、
④区の方針等の目標値に
基づき設定しています。

施策
施策名を記載しています。

政策
政策名を記載しています。
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都心の活力と安全・安心・快適な暮らしを支えるまちをつくる1基本政策

区⺠の約9割が居住するマンションについては、適正な維持管理の取組が促進
され、地域に安心して住み続けられるとともに、地域価値を高める良質な住宅・
住環境を形成します。
様々な理由により住宅に困窮する区⺠が、住み慣れた地域に安心して住み続け
られる住宅が確保できるよう、居住の安定に努める住宅セーフティーネットの
構築を促進します。

●建物の⽼朽化と居住者の高齢化の進行に伴い、今後、マンション管理組合の機能低下などにより管理不全に陥
る可能性があります。このため、管理不全を事前に防止し、適切なマンション管理を推進する⽀援が必要です。

●低額所得者への区⺠向け住宅については、公平・適正に運営するとともに、中堅所得者向け住宅は、高齢者向け
住宅への活用により、住宅セーフティーネットの構築を促進しています。

●今後は、高齢者だけでなく、様々な理由により住宅に困窮する区⺠に向けて住宅のあり方を拡充し、住宅セーフ
ティーネットの充実化を図ることが課題です。

●シティハイツ高浜は令和５（2023）年度の竣工、シティハイツ車町は令和６（2024）年度の竣工を⾒据え、関係
各所と更なる協議を重ねながら、実施設計及び工事着工に向けて、必要な手続について進めます。

目標・期待する成果

現状と課題

成果指標

快適な都心居住の実現

人と環境にやさしく多様性を支える持続可能な都心居住

施策

5
SDGsのゴールとの関係多
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○品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2020

関連計画

主な取組

1
政 策

▶カナルサイド高浜
　（整備イメージ）

▶シティハイツ車町等複合
施設（整備イメージ）

▶シティハイツ港南高齢型住戸バリアフリー改修のイメージ

20件/年

80％

23件/年

85％

28件/年

90％

マンション管理組合への管理アドバイザー及び
建替え・改修⽀援コンサルタントの派遣件数

中堅所得者向け住宅の転用による住宅セーフ
ティーネットの構築の満足度

1 区⺠向け住宅の供給及び有効活用　 計画事業 重点課題 5   P.339

品川駅北周辺地区土地区画整理事業により整備される第二東西連絡道路の計画に伴い、影響を受けるカナル
サイド高浜について建替えを行います。建替えに際しては、既存施設に加え、新たな施設の整備を行い、シティ
ハイツ高浜、障害者グループホーム、宿泊所高浜荘、認可保育園、小規模多機能型居宅介護施設、障害福祉サー
ビス事業所提供スペースの複合施設とします。シティハイツ車町については、泉岳寺駅地区第二種市街地再開
発事業の施行に伴い、事業区域外での建替えを行います。建替えに際しては、既存施設に加え、新たな施設とし
て、国際・文化交流拠点を整備します。また、都営住宅の移管については、東京都と引き続き協議を行っていき
ます。

2 住宅関連情報の提供

区⺠向け住宅の入居者の募集に関する情報や都営住宅、都⺠住宅、公社住宅、UR賃貸住宅等の公的賃貸住宅
についての情報を広報みなとや区ホームページ、住宅ガイド等で積極的に提供します。

3 分譲マンション管理組合などへの支援

マンションの管理・修繕等に関するセミナー、すまいの専門相談などを実施するとともに、専門知識を持ったマ
ンション管理士、建替え・改修⽀援コンサルタントを派遣し管理組合運営の⽀援を行います。また、港区マン
ション交流会を設立し管理組合間で情報交換ができる関係の構築に向け⽀援を行います。

4 中堅所得者向け住宅の活用による住宅セーフティーネットの構築

高齢者や障害者、その他様々な理由により住宅に困窮する区⺠が、住み慣れた地域に安心して住み続けられる
住宅を確保するため、中堅所得者向け住宅を活用し、居住の安定確保を⽀援する住宅セーフティーネットの構
築をめざします。

5 良好な住宅市場の形成への誘導

引き続き、5年に一度分譲マンション実態調査を実施し、マンションの管理状況などについて把握していきま
す。また、建物性能や管理状況が適切なマンションが評価される流通市場の形成を促すため、「東京都優良マン
ション登録表示制度」や「マンションみらいネット」などの活用の普及・啓発に努めます。

6 老朽化マンションの建替えの支援

⽼朽化マンションの建替えについては、「建替え・改修⽀援コンサルタント派遣」、「建替え・改修計画案等作成
費用助成」の普及・啓発により、円滑な合意形成に向けて⽀援します。また、マンション建替法に基づく建替事業
の実施については、区分所有者の方々が、自らの発意と合意に基づき、適切かつ円滑に事業が推進できるよう
に、マンション建替組合などの活動を⽀援・誘導します。

出典：シティハイツ高浜等実施
設計

出典：シティハイツ車町基本設計

出典：「港区住宅基本計画【第4次】」（平成31（2019）年3⽉）

①段差解消、和室の洋室化
（改修）

②洗面脱衣室手すり、浴室手
すりの設置（新設）

令和8（2026）年度末
現状⾒込値

成果指標名
中間目標値（前期） 計画目標値

令和2（2020）年度 令和5（2023）年度

バリアフリー改修　2LDK (57.79㎡）　 Bタイプ例

改修前 改修後

①

② ②

①

➡

主な取組
施策に位置付けられる主な取組ごとに概要を記載しています。

計画事業
主な取組のうち、区の重点課
題に対応する「計画事業」を
四角囲みで表記しています。

計画事業については、「第3
部実施計画（計画事業）」に
おいて、事業ごとに内容・活
動指標・年次計画・事業費を
詳しく掲載しています。

関連計画
施策に関連する計画等を記
載しています。
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